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39，163人(9月末現在)

18，786人前月比+20 
20.377人十 20

11 ，001世帯 + 19 
240.93平方キロメートル

第 272号

市の人口

男

女

世帯数

面積

4期保険税

く知っておく。

11月の納税
大洲 市役所

企画調整課

行

集

発
一
編

市
議
会
議
員
改
選
後
は
じ
め
て
の
議
会
が
、
十
月
五
日
聞
か
れ
、
議
長
に
上
田

安
範
氏
、
副
議
長
に
金
野
福
夫
氏
を
選
出
し
、
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長

委
員
を
決
め
た
の
ち
、
理
事
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
監
査
委
員
(
稲
葉
氏
)
の
選
任

を
承
認
、
続
い
て
大
洲
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
を
議
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

得明一一一の
調
哲
人
一
鞠
祉
セ
ン

保

鰭

セ

ン

h

l

建
設
は

ま
る

市
で
は
、
今
年
度
の
七
重
要
な
事

業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
む

り
ま
す
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
契
約

が
、
先
の
臨
時
市
議
会
で
承
認
さ

れ
、
来
年
凹
月
一
日
間
所
を
目

標
に
総
事
業
費
一
億
四
千
五
百
万

円
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
両
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
北

中
v

一
子
校
跡
地
に
建
設
す
る
も
の
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
平
屋

建
一
千
百
五
十
八
予
方
メ
ー
ト
ル

で
モ
ダ
ン
な
全
館
冷
暖
房
の
施
設

で
す
。

図

今
後
老
人
福
祉
の
増
進
と
、
市

民
の
健
康
守
つ
く
り
の
拠
点
と
し
て

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
概
要
は
次
の
と
わ

り
で
す
。

。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

施
設
設
備
の
内
存

建
物
は
平
屋
建
五
百
九
十
四

咽
一
一
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
教

養
娯
楽
室
、
図
書
室
、
生
活
相

談
室
、
健
康
相
談
{
至
、
機
能
回

復
訓
練
室
、
集
会
室
、
浴
室
、

事
務
室
等

-
一
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業

川
老
人
の
た
め
の
各
種
相
談
と

機
能
川
復
訓
練
の
実
施

削
教
委
の
向
上
及
び
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
実
施

間
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
に
対
す
る

援
助
と
、
老
人
に
対
す
る
調

査
、
研
究
、
広
報
な
ど
の
事

並木
。
保
健
セ
ン
タ
ー

、
施
設
設
備
の
内
容

建
物
は
平
屋
建
五
百
六
十
三
，

八
じ
五
干
方
メ
ー
ト
ル
の
施
設

で
、
体
問
診
予
防
接
種
室
、
栄
養

指
導
室
、
保
健
相
談
室
、
乳
幼

児
診
察
室
、
消
毒
室
、
資
料
展

示
室
、
検
尿
室
、
休
憩
室
、
所

長
室
、
事
務
室
等

今
一
、
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業

市
民
に
密
着
し
た
健
康
相
談

健
康
教
育
、
健
康
診
断
、
各
穐

検
診
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
行
い
、
市
民
の
白
主

的
な
保
健
活
動
の
場
に
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

本自
"ユハ予成T士、

コE

包回'IP'ふ

弘田

議5

い
さ
つ

去
る
卜
月
五
日
市
議
会
議

H
改

選
に
よ
る
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
不
肖
私
、
議

H
の
皆
後
方

の
御
推
挙
に
よ
り
市
議
会

一
一
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
じ
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
し
て
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
る
次
第
で
こ
ざ
い
ま
す

も
と
よ
り
み
ず
か
ら
浅
学
非
才
を

顧
み
ず
、
は
た
し
て
皆
様
の
御
期

待
に
そ
い
う
る
か
懸
念
い
た
し
て

む
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
皆
様
の
御
推
挙
を
受
け
ま
し
た

う
え
は
、
市
政
の
発
展
と
市
民
福

祉
の
向
L
し
に
長
持
を
バ
、
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
常
に
議
会
人

と
し
て
議
会
の
在
り
方
に
つ
き
ま

し
て
、
ま
ず
第
一
に
議
会
内
の
協

調
を
大
切
に
し
て
、
市
民
一
人
一

人
の
烹
場
に
伝
っ
て
公
正
に
、
し

か
も
ん
有
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
肝

私
選
的
市
と

郵
便
局
的

繍
輔
自
銅
畑
体
験
資
盆

郵
政
省
が
、
昭
和
二
十
八
年
に

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
簡
易
保

険
資
金
の
貸
し
付
け
を
再
開
し
て

か
ら
一
一
十
五
年
目
に
当
り
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
の

保
有
契
約
件
数
は
五
千
万
件
、
契

約
保
険
額
一
一
十
八
兆
円
、
保
有
資

金
量
は
十
兆
円
の
大
台
を
超
え
ま

し
た
。こ

の
簡
易
保
険
資
金
を
公
共
の

利
益
と
資
金
の
地
方
還
元
を
は
か

る
た
め
、
県
や
、
市
町
村
及
び
公

社
、
公
凶
な
ど
関
係
機
関
に
貸
し 大

洲
市
議
会
議
長

上

{女

範

田

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
理
念
を
堅
持
し

当
面
す
る
市
政
の
諸
問
題
解
決
の

た
め
、
ま
た
議
会
運
リ
冨
の
任
に
、

懸
命
の
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
c

何
と
ぞ
皆
様
の
一
層

の
仰
支
援
と
こ
べ
ん
た
つ
を
賜
り

ま
す
よ
う
む
願
い
申
し
上
げ
、
私

の
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

宇
品
」

9
0

ー
県
産
ロ
田
髄
う
心
に

郷
土
壇
|

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
愛
媛
に
は

古
い
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
た
特

産
品
、
ふ
る
さ
と
の
風
土
と
自
然

が
し
み
こ
ん
だ
農
水
産
物
、
創
意

と
工
夫
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
工

業
製
品
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
県
産

品
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
に
、
積
極
的

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
十
一
月
を
「
県
産
品
愛
用
強
調

月
間
」
と
定
め
、
愛
媛
の
県
産
品

を
広
く
紹
介
し
、
そ
の
需
要
を
促

進
す
る
県
民
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

ご
お
い
寄
っ

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
御
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
副
議
長
の
席
を

汚
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を

身
に
余
る
光
栄
と
存
ず
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
そ

の
山
市
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
が
幸
い
人
格
識
見

と
も
に
卓
越
さ
れ
た
上
田
安
範
議

長
の
も
と
に
同
僚
議
員
各
伎
の
ご

べ
ん
た
つ
を
は
じ
め
市
民
各
伎
の

絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、
こ
の

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
も
次
の
よ
う
な
事
業

に
簡
易
保
険
資
金
が
使
わ
れ
て
お

り
、
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
、
つ
く
り

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
事
業

。
喜
多
小
学
校
校
舎
新
泊
築
事
業

。
小
集
落
地
区
住
宅
改
良
事
業

。
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

大
洲
市
議
会
副
議
長

ノベE 

夫

里子

ネ届

職
責
を
全
う
い
た
し
た
い
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
格
別
の
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
副
議
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま

4
0

監
査
委
員
に

稲

葉

吾

氏

山
本
朝
一
監
査
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
、
後
任
委
員
に
稲
葉
吾

氏
(
新
谷
)
を
選
任
す
る
ご
と
に

つ
い
て
臨
時
市
議
会
で
同
意
さ
れ

十
月
五
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
に

尾
崎
寿
喜
男
氏

議
会
推
せ
ん
の
農
業
委
員
に
尾

崎
寿
喜
男
氏
(
三
善
)
が
臨
時
市

議
会
?
推
せ
ん
さ
れ
、
十
月
五
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

円
勉
験
で
す
“

鉄
道
構
内
(
敷
地
)
の

通

行

最
近
散
歩
や
、
買
い
物
の
た
め

鉄
道
構
内
を
通
行
さ
れ
る
方
が
あ

り
ま
す
。
特
に
大
洲
鉄
橋
の
舗
道

を
通
行
さ
れ
る
方
は
、
列
車
の
防

害
と
危
険
で
す
か
ら
通
行
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

議

国
間
関

麗

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
要
議
員
選
言
、
九
月
二
干
日
投
票
即
日

開
票
の
結
果
、
新
議
員
に
次
の
二
十
四
人
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
投
票
率
は
、
九
一
・
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
ま
し

島

一

O
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大
洲
市
老
人
ケ
ラ
ブ
連
合
会

(
毛
利
盛
義
会
長
一
主
催
の
第
十
五

副
大
洲
市
老
人
ア
ラ
ブ
大
会
が
、

九
月
十
六
日
市
以
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

ト
ヘ
会
に

1
山
内
各
地
か
-
り
約
千

人
の
い
じ
人
か
参
加
[
、
主
人
悩
祉

功
労
去
や
、
わ
た
き
り
を
人
石
造

優
良
川
人
な
ど
の
炎
似
が
あ
り
、

今
年

yU戚
を
迎
え
る
大
川
市
徳
森

の
内
出
カ
ン
さ
ん
レ
一
、
米
与
を
迎

え
た
一
一
広
治
作
さ
ん
ら
間
十
二
ゐ
人

}
一
一
也
川
市
一
長
か
』
レ
リ
必
念
日
山
が
贈
ら

れ
ま

v
ょん

式
典
の
あ
と
、
近
出
市
長
川

「
老
人
似
祉
と
市
政
」
と
題
す
る
戊

演
が
あ
り
、
一
今
一
人
の
代
表
に
よ
る

ク
ラ
フ
活
動
の
状
況
や
、
荒
川
凡
退

表
が
あ
り
「
長
与
国
H
本
老
人
の

自
覚
」
な
ど
m
U
J

出
発
な
意
見
の
交

換
が
行
な
わ
れ
ま
)
た
c

午
後
の
ア
ト
一
プ
ア
ご
/
ゴ
、
〆
に
は

相
模
大
郎
さ
'
ん
の
浪
曲
や
清
川
な

ど
が
あ
り
、
大
会
法
」
品
川
会
に
絞
り

事長瓦E玉市てf

ま
し
た

教
育
を
噴
け
る
権
利

第 272号

安
定
し
た
職
場
に
恵
ま

h
令
い

と
、
生
活
が
不
安
定
と
な
り
一
員
山
川

な
生
活
を
よ
き
な
く
さ
れ
空
寸
に

ノての一」
L
〈
一
は
、
教
育
を
受
け
た

く
て
も
、
生
き
て
い
く
の
が
精
い

っ
ぱ
い
で
、
料
以
育
を
一
党
け
ら
れ
な

い
と
い

7
夫
態
ベ
生
ト
ま
す
。

外
凶
人
は
、
出
一
一
日
本
の
教

育
り
一
品
さ
に
鷺
ノ
¥
レ
一
い
う
一
古
川
を
閣

JJJ
土
l

小
ト
ヲ

三
し
か
に
、
日
本
は
教
育
の
器

及
点
め
ざ
ま
し
ぐ
、
世
界
に
類
が

な
い
ほ
ど
と
と
い
わ
れ
て
い
士
十
〉

し
か
し
、
そ
の
か
ブ
に
貧
困
の

0 
111 え
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す

優
良
老
人
ク
弓
ブ

徳
寿
会
代
表
力
丸
政
佑

ね
た
き
り
老
人
肴
葉
信
良
材

¥
 

R
ノ片

岡
き
く
こ
(
行
自
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と
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に
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